
　39 40　勝浦町　阿部

勝浦町は徳島を代表する蜜柑の里である。町の中心を勝浦川が流れ、集落はその川沿いにある。見どころは点在するので車が必須となる。　徳島市を出て三十分ほど走ると道の駅ひなの里かつうらがあり、物産館や「よってね市」が入っている。中でも、二月下旬から四月上旬に実施される「ビッグひな祭り」は盛況で、中央には高さ八メートルのビッグ雛段が配置され、会場には三万体のひな人形が豪華絢爛に飾られている。会場の中にある舞台では人形浄瑠璃などたくさんのイベントが予定され賑わっている。
　会場に沿って走る旧街道が生名ロマン街道で、約二キロに及ぶ桜並木が続く。三月末には「さくら祭り」が開催されビッグ雛祭りと相まって賑わっている。
　道の駅から車で十五分ほど山を登ると標高四百七十メートル山頂に四国八十八ヶ所二十番札所、鶴林寺がある。道は狭く徒遍路には難所だが車だと楽に行くことが出来る。山門では金剛力士と鶴がダブルで寺を守っている。また、本堂にも青銅製の大きな鶴の像があり、阿形と吽形の鶴となっている。
　道の駅から車で十分ほど北の山に登ると星谷寺（立江寺の奥の院）がある。境内にある高さ十五メートルの「不動の滝」は滝の裏側にも回れる。また、星の岩屋には弘法大師が「悪星を石に変え、岩屋に閉じ込めた」いう伝説がある。
　道の駅から二十分ほど奥に進むと旧坂本小学校を改装したふれあいの里さかもとに着く。ここでは予約をしておけば季節の山菜メニューなどをふんだんに取り入れた昼食も用意してくれる。二階の旧教室では句会できる。
　道の駅から勝浦川沿いに車で五十分ほど上流に進むと恐竜の里がある。ここは徳島県で初めてイグアノドンの化石が見つかったことを記念して作られた。今も次々と新しい化石が発見されている。　　　　　　　　　
